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③ 全体要旨  

本論文は小学校入学にあたり、学校生活上で特別な支援や配慮を要する児童の早期支援

体制確立のため、保幼こ小連携の実態を調査し、そこで養護教諭が専門性を生かしてどの

ように関わっていくかを明らかにすることを目的としている。主な研究内容として、保幼

こ小連携や養護教諭の職務に関する先行研究の概観、保幼こ小連携への関与や小学校入学

前後の児童の支援に関する養護教諭を対象にしたインタビュー調査、要配慮児童の保護者

を対象にした小学校入学時の不安や学校側に望む配慮等に関するインタビュー調査、保幼

こ小連携の実態や養護教諭に期待される役割等に関する、園の５歳児担任と小学校１年生

担任等を対象にした質問紙調査を行っている。保幼こ小連携の実態から課題を明らかに

し、今後の保幼こ小連携のありかたや養護教諭が果たすべき役割について提言している。 

 

④ 研究目的と章構成 

本研究の目的は、小学校入学にあたり、学校生活上で特別な支援や配慮を必要とする児

童の早期支援体制の確立のため、保幼こ小連携の実態を調査し、そこで小学校養護教諭が

専門性を生かしてどのように関わっていくかを明らかにすることである。 

 

・章構成 第１章 本研究の背景 

第１節 子どもを取り巻く健康課題 

第２節 養護教諭に求められる役割 

 

第２章 保幼こ小連携に関する研究レビュー 

  第１節 問題と目的 

  第２節 保幼こ小連携についての文献選択方法 



第３節 結果 

第４節 考察 

 

第３章 本研究の目的 

  第１節 本研究の意義と目的 

  第２節 本論文の構成 

  第３節 基本概念の定義 

 

第４章 養護教諭と保幼こ小連携の実際  

      ～小学校養護教諭のインタビュー調査から～ 

第１節 目的 

第２節 方法 

第３節 結果 

第４節 考察 

 

第５章 保護者が小学校入学に関して小学校に望む配慮 

      ～保護者へのインタビューを通して～ 

第１節 目的 

第２節 方法 

第３節 結果 

第４節 考察 

 

第６章 保育所・幼稚園・認定こども園と小学校の連携に関する調査 

      ～保育者および小学校教員を対象に～ 

第１節 目的 

第２節 方法 

第３節 結果 

第４節 考察 

 

第７章 総合的考察 



  第１節 本研究のまとめ 

  第２節 今後の保幼こ小連携に向けて 

  第３節 本研究の限界と今後の課題 

 

⑤ 各章要約 

第１章では、研究の背景として 2017年 3月に文部科学省から出された「現代的健康課

題を抱える子供たちへの支援 ～養護教諭の役割を中心として～」から、児童生徒に多様

な健康課題が生じていること、身体的不調の背景が複雑化していることに触れ、専門的な

視点での対応が必要になっている状況について述べた。また、養護教諭の歴史について触

れ、養護教諭が児童・生徒の健康の保持増進に関わる活動を担う教育職員として制度化さ

れるまでの経緯について説明した。現代では児童生徒の保健及び環境衛生の実態の把握、

心身の健康に問題を持つ児童・生徒の個別指導、健康な児童・生徒への健康の増進に関す

る指導、健康課題への対応のため、学校の教育力・組織力を効果的に高めていくことが求

められ、2018年 12月に中央教育審議会答申で「チームとしての学校の在り方と今後の

改善方策について」の提言がなされた。養護教諭の役割は 2008年に文部科学省から出さ

れた「子どもの心身の安全を守り、安心・安全を確保するために学校全体としての取組を

進めるための方策について」（答申）にも示されているように、学校内外との連携を行う

際のコーディネーターとしての役割など、多岐にわたっていることを述べた。 

第２章では、保幼こ小連携の取り組みが行われている中で、今後の養護教諭の専門性を

生かした支援のあり方を検討するため、先行研究のレビューを行った。関連する研究にお

いて松本・須川（2014）は、養護教諭は一般教諭と違った全校の子どもを幅広く見守れ

る立場にあり、保健室の機能を生かして気になる子どもの背景にある問題に気付くことが

できると述べていた。また、学校全体の様子だけでなく、一人ひとりの児童の健康状態を

把握しているため、校内だけでなく関係機関との協力・連携を進めるうえで医療機関と連

携を取りやすく、医学的な知識をもつ唯一の教員として専門的な視点で組織に関わること

ができること等が述べられていたが、保幼こ小連携と養護教諭の役割についての先行研究

はほとんど見受けられないことが示された。 

そこで、第３章では、小学校入学にあたって学校生活上で特別な支援や配慮を必要とす

る児童の早期支援体制の確立のため、保幼こ小連携の実態を調査し、そこに養護教諭が専

門性を生かしてどのように関わっていくかを明らかにすることを研究の目的とした。 



第４章では、小学校養護教諭１０人にインタビューを行い、保幼こ小連携にどれだけ関

与しているか、また、来年度入学してくる児童の情報をどのようにして得て、入学後の支

援に役立てているのかを調査した。その結果、就学時健康診断や保健調査票、保育所・幼

稚園、認定こども園との引き継ぎ会議等で情報は得ているが、地域によっても引き継ぎの

方法が異なり、課題も見られた。養護教諭は健康に関する配慮が必要な児童がいる場合に

引き継ぎ会議に出席していた。それ以外は管理職や特別支援教育コーディネーターから情

報を得ていた。そのようにして得られた情報をもとに入学後の定期健康診断時の配慮に生

かしたり、保護者と連携しながら個別の支援や配慮を行ったりしていた。 

 そこで第５章では保護者支援に着目し、学校生活上で配慮が必要な疾患や発達に課題の

ある幼児・児童の保護者の保護者６人にインタビューを行い、小学校入学にあたって小学

校教職員に伝えたいことや、伝えたかったこと、抱えている不安について調査した。その

結果、保護者が保育所・幼稚園・認定こども園等との話し合いや工夫を重ね、周囲の理解

を得ながら子どもの成長を支え、見守ってきた経緯が明らかになった。保護者は小学校に

わが子の理解を強く望んでおり、小学校養護教諭へは継続した見守りや、保健室で個別対

応を受けることができる安心感と期待感があることが明らかになった。これらの結果か

ら、保護者や子どもが安心して学校生活を送ることができるように、小学校入学時や進級

時には配慮事項だけでなく、保護者の不安や願いなども丁寧に引き継いでいく必要があ

り、健康面の引き継ぎには養護教諭の専門的な視点で関わっていく必要があることが明ら

かになった。 

 第６章では、保幼こ小連携に関わることが多い保育所・幼稚園・認定こども園の５歳児

担任と、小学校１年生担任、特別支援教育コーディネーターを対象に質問紙調査を行い、

実際に行われている保幼こ小連携の実態や、養護教諭に期待される役割等について尋ね

た。その結果、保育所・幼稚園・認定こども園の 96.3％以上、小学校の 97.3％が保幼こ

小連携は「非常に必要」「必要」と回答していた。実際に行われている連携は「入学前に

行われる連絡（引き継ぎ）」「低学年との交流」が多かった。「養護教諭の引き継ぎ会議参

加の必要性」に関しては、「健康面」「アレルギー」については保育所・幼稚園・認定こど

も園側も小学校側も必要だと回答していたが、個別対応が必要な子どもや、保護者支援が

必要な家庭については、保育所・幼稚園・認定こども園側のほうが養護教諭に期待を寄せ

ていることが明らかになった。引き継ぎ会議は 6割近くが年度末の 3月に行われてお

り、小学校養護教諭の出席に関して小学校側は「欠席」という回答が 49.1％と最も多



く、次に「必要時に出席」という回答が 27.4％であった。保幼こ側は「わからない」と

回答した人が 34.9％と最も多く、出席していても、普段の連携がないと養護教諭だと認

識されていない可能性もあると考えられた。 

 第７章では総合的考察として、研究結果をふまえて、小学校養護教諭が今後の保幼こ小

連携において果たすべき役割について提案をした。小学校養護教諭は可能な限り保育所・

幼稚園・認定こども園との引き継ぎ会議や連絡会議に出席し、健康の保持増進に関する専

門性やコーディネーターとしての役割を発揮して、保幼こ小連携に貢献していく必要があ

る。その際には配慮事項だけでなく、保護者の不安や願いも丁寧に引き継ぎ、担任ととも

に児童や保護者を支える役割を果たすことが大切であるということが示唆された。 

 

⑥ 全体の結果や考察（⑤に「第７章 総合的考察」を含むため、省略） 
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